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個
人
が
自
ら ,ト

―
｀`宮

城
県
に
あ
る
ゼ
ラ
チ
ン
専
門
メ
ー
カ
ー

で
、
数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

■
９
４
■
年
、
捕
鯨
業
が
盛
ん
だ

っ
た
石

巻
市
で
、
故
稲
井
善
夫
氏
が
宮
城
化
学
工
業

所
を
設
立
。
海
に
廃
棄
し
て
い
た
鯨
の
頭
部

を
活
用
し
た
い
と
、
鯨
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
原

料
と
し
た
世
界
初
の
ゼ
ラ
チ
ン
製
造
に
成
功

し
た
。

ゼ
ラ
チ
ン
の
用
途
は
写
真
か
ら
工
業
、
医

薬

へ
と
拡
大
。

５３
年
発
売
の
家
庭
用
ゼ
ラ
チ

ン
パ
ウ
ダ
ー

「
ゼ
ラ
イ
ス
」
は
ゼ
リ
ー
な
ど

ゼ
ラ
イ
ス
の
機
能
性
表
示
食
品

「摩
擦
音
ケ
ア
に
ひ
ざ
年
齢
」

が
手
軽
に
で
き
、
冷
蔵
庫
の
普
及
を
追
い
風

に
ヒ
ッ
ト
し
た
。

長
年
の
研
究
を
経
て
、
独
自
成
分
の
コ
ラ

ー
ゲ
ン

・
ト
リ
ペ
プ
チ
ド
を
開
発
。
塗
る
と

皮
膚
か
ら
浸
透
し
、
食
べ
る
と
素
早
く
吸
収

さ
れ
る
の
が
特
徴
だ
。
飲
み
物
に
溶
か
す
機

能
性
表
示
食
品
「摩
擦
音
ケ
ア
に
ひ
ざ
年
齢
」

や
美
容
製
品
に
活
用
し
て
い
る
。

８０
年
代
後
半

の
商
業
捕
鯨
中
止
を
背
景

に
、
ゼ
ラ
チ
ン
原
料
を
牛
由
来
や
豚
出
来
な

ど
の
成
分
に
変
更
。
安
定
的
な
供
給
に
っ
な

げ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
落
成
し
た
ば

か
り
の
新
工
場
を
津
波
が
襲

っ
た
。
余
震
の

恐
怖
と
闘
い
な
が
ら
、
３
カ
月
で
出
荷
再
開

を
果
た
し
た
。

「
今
後
も
多
く
の
方
の
生
活
が
良
く
な
る

よ
う
、
力
を
注
ぎ
ま
す
」
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建
設
業
の
関
東
道
路
は
道
路

な
ど

の
舗
装

工
事
や
土
木
建

築
、
産
廃
処
分
業
を
手
掛
け
る
。

一
般
家
庭
か
ら
出
た
可
燃
ご
み

の
焼
却
灰
を
溶
か
し
て
固
め
た

「
溶
融
ス
ラ
グ
」
配
合
の
再
生

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

「
エ
コ
フ

ァ
ル
ト
」
を
製
造
し
、
地
元
自

治
体
の
道
路
舗
装
工
事
な
ど
で

利
用
す
る

「地
域
循
環
型
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
」
を
展
開
す
る
。

情
報
通
信
技
術

（Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
た
建
設
機
械
の
導
入
も

進
め
、
品
質
向
上
や
人
材
育
成

と
い

っ
た
生
産
性
向
上
に
つ
な

げ
る
。

同
社
は
１
９
９
５
年
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

い

っ
た
建
設
用
廃
棄
物
の
再
利

用
を
目
的
に
、
川
島
工
場

（筑

西
市
）
に
中
間
処
理
を
担
う
破

砕
処
理
施
設
を
増
設
し
た
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
廃
材
は
泥
や
上
を

取
り
除
き
、
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
合
材
の
原
料
に
処
理
。
砕
石

や
砂
と
混
ぜ
る
こ
と
で
製
品
化

す
る
。

そ
の
砂
の
代
わ
り
に
、
溶
融

ス
ラ
グ
を
１０
％
配
合
し
た
の
が

エ
コ
フ
ァ
ル
ト
だ
。
筑
西
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
（筑
西
市
）

が
運
営
す
る

０
み
処

理
施
設

「
環
境
セ
ン
タ
ー
」

（同
）
に

協
力
し
、
溶
融
ス
ラ
グ
を
再
利

用
し
た
エ
コ
フ
ァ
ル
ト
を
製
造

し
て
い
る
。

エ
コ
フ
ァ
ル
ト
は
２
０
０
５

年
に
県
リ
サ
イ
ク
ル
建
設
資
材

認
定
制
度
の
第
■
号
に
認
定
さ

れ
、
筑
西
、
結
城
、
桜
川
の
３

市
を
中
心
に
、
道
路
や
駐
車
場

の
舗
装
で
使
わ
れ
て
き
た
。
い

わ
ば

「
∂
み
の
地
産
地
消
六
武

藤
正
浩
社
長
）
だ
。

同
組
合
で
年
間
■
億
円
以
上

を
計
上
し
て
い
た
溶
融
ス
ラ
グ

の
最
終
処

分
費
は
ゼ

ロ
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
１３
億
円
以
上
の

経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
き
た

と
い
う
。

一
方
、
３
年
前
に
導
入
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
は
、
道
路
を
平
ら

に
す
る

「
グ
レ
ー
ダ
ー
」
と
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
き
詰
め
る

「
フ
ィ
エ
ッ
シ
ャ
ー
」
を
そ
ろ

え
る
ゃ
い
ず
れ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

も
自
社
所
有
と
し
て
は
県
内
初

だ
。道

路
の
設
計
デ
ー
タ
を
基
に

自
動
制
御
す
る
た
め
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
習
熟
度
に
左
有
さ
れ

る

こ
と
な
く
施

工
で
き
る
。

「
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
）
舗
装
工

事
の
Ａ
Ｉ

《人
工
知
能
）
化
を

い
ち
早
く
県
内
で
手
勢
け
た
」

と
武
藤
社
長
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
の
導
入
を
進
め
、
若
手
の

育
成
や
女
性
の
活
躍
な
ど
に
つ

な
げ
る
。

一
方
、
昨
年
７
月
に
は
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（多
様
性
）
社

会
の
実
現
に
向
け
た
県
の

「
い

ば

ら
き
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
宣

言
」
に
参
加
し
た
。
外
国
人
雇

用
に
も
取
り
組
む
中
、
多
様
な

人
材
が

一
層
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
考
え
だ
。
ま
た
、

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
企
業
と
し
て
、
国
連
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標

（Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
の
貢
献
に
も
注
力
し
て

い
く
。
　

　

（小
野
寺
晋
平
）

ばめと

ゼ
ラ
イ
ス

世
界
初
の
ゼ
ラ
チ
ン
製
造

地
域
循
環
で

，
サ
イ
ク
ル

摩擦青ケアに

ひ ざ

エ コフ ァル トな どを製造する関東道路の川島工場。本社
と合わせた敷地面積 は フ万平方 (万に上 る =筑西市下川島
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■企業データ巨

1972年 6月
2000万円 l   i

筑西市下川島
48人 (1自現在)  ぢ

約 17億円 (2021年 8月期 )

く設   立〉

〈資本金〉
く本   4上〉

〈従業員〉
く売上高〉
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企
業
な
ど
を
介
さ
ず
に
（

個
人
が
自
作
の
映
像
や
音
楽

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
配

信

し
、
直
接
収
益

を
得
る

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
が
拡
大
し
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
の
流
れ
が
市
場
拡

大
を
後
押
し
し
、
商
機
と
捉

え
た
大
手
ネ

ッ
ト
企
業
は
、

作
り
手
を
囲
い
込
も
う
と
サ
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愚直 に汗流 し働 く人
武藤正浩社長

愚直に汗を流すことができる人間に

勝るものはありません。そういう人間

を一番必要としています。前向きに捉

えられる人、不器用でもしがみつくこ

とができる人であれば、信頼できるし

人間性は確実だと思 っています。 (仕

事は)見よう見まねから始まります。

まずはやってみることです。資格支援

制度もありますので、どんどんスキル

を上げてもらいたいです。仕事に対 し、愚直に取 り組む

人は、常にしつかりと仕事が見 られるということです。

真面 目にやっていれば、それに見合うものが得 られるは

ず。そういう人は絶対評価されるし、信頼を得 られます。


